
fusion_place は、多様な経営管理業務を支える 
クラウド型プラットフォーム※です。 

適用対象に適したテーマの例 

 伝統的に、いわゆる「基幹系システム」の対象外とされてきた計画・報告系業務 

 入出力には Excel を使いたいが、データ量が多すぎて Excel だけでは荷が重い仕事 

 複数のシステム・部署・担当者からのデータ集約が重要になる分野 

 正規データとは別の試行データを含め、複数バージョンのデータ管理が望まれる領域 

 「使って、分かって、改善する」の繰返しが要求されるシステム 

 経営報告の充実と早期化 

 グループ経営情報の一元管理・連結決算の効率化 

売上・利益だけでなくそれらにつながる受注など会計以外の情報も含め、月々の経営報告の内容を刷新。報告情報の精度向上
のため、各部署からコメントも含む予実分析情報を収集。収集情報、詳細分析情報も含めて報告データを一元管理。修正・加
工・分析を容易にして報告早期化を図る。 

 予算編成迅速化と、四半期予算／ローリングフォーキャストの導入 
ワークフロー及びリアルタイム集計により予算データの収集・集約業務を効率化するとともに、四半期予算・ローリング
フォーキャスト（期末予想の毎月改訂）などに対応。状況に応じて機動的に予算を修正可能とする一方で、バージョン管理機
能により、当初予算と対比しての実績分析や、予算変更箇所をピンポイントで把握可能に。 

 見込み及びプレ計画情報の集約とアクション策定 

グループ標準の経営情報システムのプラットフォームとして活用（日英２言語対応）。標準勘定科目・標準商品分類などグ
ループ共通の経営管理モデルの浸透・徹底を図る。各社固有のコードからの変換も含め、各社業務システムからのデータＩ／
Ｆも可能。さらには、管理会計と制度会計の報告基礎データの一元化を図り、注記等も含めてデータ収集／一元管理可能な特
長を活用して、制度連結業務の効率化・スピードアップにつなげる。 

 ＫＰＩとその分析情報の見える化 

ＥＲＰからの実績データに加えて、入荷／出荷予定データなどを含む様々な見込み／予定データ、及び、確定計画として所要
量展開の対象とされる前の「柔らかい」段階の生産計画など「プレ計画情報」を集約し、整合性や修正の要否を確認。在庫削
減・利益確保のための早期対策や、期末見込みの精度アップにつなげる。生産・販売・在庫情報（ＰＳＩ情報）の見える化も
その一例。 

ＫＰＩ（主要業績指標）を、そのバックグラウンドデータや構成データも含めて一元化。ＫＰＩ値を報告するのみならず、柔
軟なExcel連携機能を利用して様々な角度からの分析手法をシステム化し、さらには継続的に改善していく。例えば、各拠点
の受注を業種別・商品種別にブレークダウンした上で、他拠点との受注構成比較により改善機会を探る、あるいは、受注を過
去の受注見込みと対比して成約率を評価する等、ＢＩツールで可能になる単純な「スライス＆ダイス」分析を超えた分析手法
の適用と改善を可能に。 

fusion_place が適している業務／システムの特徴 

※ fusion_place の基盤ソフト「fusion_ware」を、オンプレミス（自社運用型）でご利用頂くことも可能です。 
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導入と運用 

fusion_place を用いれば、サーバ設定などシステム環境のセットアップに煩わされることなく、業務に直結した設定をGUIを介して行
うことで、実稼働するシステムを構築することができます。 
また、基盤部分がすでに存在するので、対象システム全体をいっせいに開発するのではなく、構築範囲や達成レベルを細かく分けて順
次カットオーバーしていく「アジャイル型」の開発も容易です。多くの場合、トレーニングを受けた業務ユーザ中心の体制で、要件定
義を含めて2～3カ月で、運用に至ることができます。 

業務ユーザ主体での短期導入 

fusion_place は、信頼性の高い Amazon Web Services をインフラとし、サーバ機やOSの保守といった基本的な運用に加えて、デー
タベースの日次バックアップや基盤ソフトウェア（fusion_ware）のアップデートも含めて提供されるクラウド型サービスです。 
従来型のソフトウェアでは、保守期限切れのため数年置きに実質的に買換えが必要となるケースも多々ありますが、 fusion_place で
は、ソフトに対する初期投資が不要である上、期間ごとの利用料金の範囲内でバージョンアップも行われます。 

運用負荷とバージョンアップ投資からの解放 

経営管理システムは、構築した後そのまま何年も変更なしに使用されることは稀です。首尾良く構築したことで新たなニーズと期待が
掘り起こされ、追加要件が生じてくるからです。 
fusion_place は経営管理システムの基盤機能を備えているため、ニーズに対応してシステムを成長させ、それがさらに次のレベルの
ニーズを喚起するという、「適応型システム構築サイクル」に最適なインフラを提供します。 

適応型システム構築の実現 

システム構成 

経営管理システムに必要な「基盤機能」を考え抜いた機能構成 

業務プロセス 

ユーザー 
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リアルタイムでデータ更新可能な多次元集計データベース 
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ワークフロー×ワークスペース管理 

ユーザの利便性と運用の容易性の両立を徹底追求した技術構成 
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経営管理システムの機能要件は単純でありません。 

fusion_place は、独自の多次元データベースの基礎の上に、 
期別／累計計算のような基本的なデータ整合性確保のため
の機能とバージョン管理、アクセス範囲の制限と期間締め、
ユーザインターフェース構築機能、そして最上位にはワー
クフロー管理機能、というように、経営管理システムに必
要な基盤機能をコンポーネント化して提供しています。 

コンポーネントはそれぞれユーザの指定により柔軟にカス
タマイズでき、それらを組み合わせて素早くアプリケー
ションを構築することを可能にしています。 

今日では Web 経由でのシステム利用は必須ですが、一方
で、Webで主に用いられるHTMLベースの画面は、画像や
文章の表示には向いていても、経営管理業務で要求される
多量のデータの入力や表示には適していません。 

fusion_place の技術的構成は、ユーザの利便性と運用の容
易性の両方に配慮しています。ユーザインターフェースに
はリッチクライントを用いて操作性を確保する一方、サー
バとの通信には、HTTPまたはセキュアなHTTPSを使用し、
Web経由でのアクセスを可能としています。 

さらに、クライアントプログラムは、業界標準の 
Java Web Start テクノロジを用いてサーバから自動配信
される仕組みとなっています。 



主要機能 

fusion_place の多次元データベースは、リアルタイムで更新/集計可能です。
集計に加えて、売上と在庫のようなフロー/バランスの違いに配慮した累計/残
高計算も自動的に行われます。こうした特性があるため、基幹システムのデー
タを取り込んで提供するだけでなく、データ修正と確認の繰り返しを伴う予算
編成や販売計画などの業務にも適しています。 

加えて、fusion_place では、複数バージョンのデータを保持することが可能 
です※。バージョン間の変更箇所を把握し、あるいは、既存のバージョンから
新たなバージョンを派生させて一時的なシミュレーションに用いるのも容易で
す。 

経営管理システムでは、Microsoft Excel とのデータ連携の良さが重要です。
fusion_place の「Excel-Link」ツールを用いれば、ユーザが作成したレイアウ
トのシートに簡単な設定を加えることで、多次元データベース上のデータを任
意のセル範囲に貼り付けることができ、反対に、シート上で修正あるいは算出
したデータを多次元データベースに転送することも、同様に可能です。これら
のために関数やマクロは不要です。 

経営管理業務では、集計確認などのために様々な画面・帳票が必要です。これ
らをExcelで作成すると、部署や勘定科目の追廃に伴い、シートの修正作業が発
生しがちです。 
fusion_place は「フォームデザイナ」と呼ぶグラフィカルな設計ツールを用意
して、この問題に対処しています。フォームデザイナを用いて作成した帳票・
画面はメンテナンスフリーです。すなわち、部署や勘定科目の追廃がレイアウ
トに自動的に反映されますので、上述したような問題が生じません。 

バージョン管理可能な 
オンメモリーリアルタイム多次元データベース 

レイアウト自由な 
Excel 双方向連携インターフェース 

分散／統合型経営管理システムを実現する 
ワークフロー×ワークスペース 

fusion_placeは、複数種類の計画資料などをそれぞれに適した多段階の承認経
路で収集可能なワークフロー機能を備えています。さらに、各部署は、「ワー
クスペース」を与えられて、提出／承認前の作業データを、あたかもデータ
ベース全体の一部であるかのように自由に集計し前年値などと対比することが
できます。この２つの特長の組合せにより、プライベートな作業環境を各部署
に提供しながら、最終的にはワークフローを通じて確定データをひとつに統合
する、「分散／統合型経営管理システム」を実現することができます。 

経理部 

営業本部 

営業拠点 

生産本部 

提出 

配布 

自在なコード体系変換を可能とする 
関連システムとの連携機能 

経営管理の基礎となるデータは、多様な関連システムから取得しなければなり
ません。fusion_place は、パターンに基づく一括変換を含む柔軟なコード変換
が可能で、再取込時の旧データ消去など運用にも配慮したデータ連携機能を提
供しています。 
コード体系を変換するのではなくそのまま取り込みたい場合に備えて、関連シ
ステムのマスタデータをもとに、fusion_place のマスタである「ディメンショ
ン」の内容を自動アップデートする機能も用意されています。 

ユーザ設計／メンテナンスフリーの 
定型画面・帳票 
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※ バージョン管理機能は特許取得技術です（特許４３９５５２６号） 
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オペレーティングシステム 
32-bit および 64-bitの 
右記 Windows 
(Itanium対応Windowsを除く) 

Windows XP  
Windows Vista 
Windows 7 
Windows Server 2003(R2 含む) 
Windows Server 2008(R2 含む) 

Java (Java実行環境) 
32-bit および 64-bit の 
Java 6 または Java 7 

(32-bit) 
  Java 6 (Update 3 以降)  
  Java 7  
(64-bit) 
  Java 6 (Update 12 以降) 
  Java 7 

Web ブラウザ（※2） Internet Explorer 

IE 6 SP1 (Windows XP のみ) 
IE 7 
IE 8 (Java 6 Update 14 以降) 
IE 9 (Java 6 Update 25 以降) 
IE 10 (Java 7 のみ) 

Microsoft Excel （※2） 
Excel 2002, 2003, 2007, 
Excel 2010 (32/64 bit) 

ディスク容量 空き領域 約500Mバイト必要（※1,2） 

物理メモリ容量 1 Gバイト以上を推奨（※1,2） 

※1 容量はデータ件数等に依存します。ユーザマニュアル中の「メモリ・ディスク容量見積りガイドライン」をご参照ください。 
※2 上記はクライアント機に必要な動作環境です。オンプレミス（fusion_ware）でご利用の場合のサーバ機においては、クライアント機以上に

ディスク容量・物理メモリ容量が必要です（ユーザマニュアル中の「メモリ・ディスク容量見積りガイドライン」をご参照ください）。また、
Webブラウザ・Microsoft Excel は不要です。これらを除きサーバ機の動作環境要件はクライアント機と変わりありません。 

会社名 株式会社 フュージョンズ  
所在地 東京都港区六本木6丁目8番10号  
  STEP六本木ビルWEST 
Tel/Fax  03-5411-7817 / 03-5411-7485 
(大阪） 大阪市北区梅田1丁目11番4-1100号 
  06-4799-9300 / 06-4799-9011 
E-mail contact@fusions.co.jp 
URL  http://www.fusions.co.jp/ 

株式会社フュージョンズは、この冊子の内容について何ら保証しません。この冊子に含まれる情報に基づく損失・損害について、フュージョンズは一
切の責任を負いません。フュージョンズはこの冊子の内容や製品情報を事前の通知なくいつでも変更できます。また、この冊子の内容を更新する義務
を負いません。 
fusion_place, fusion_ware は、フュージョンズの商標です。Java は、米国 Oracle Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商
標です。 Microsoft, Windows, Excel は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。Amazon Web Services は、
米国その他の諸国における、Amazon.com, Inc.またはその関連会社の商標です。その他のブランド名および製品名は、各社の商標または登録商標で
す。 

販売元 代理店／パートナー 

動作環境 

（当表にない環境についても順次対応しております。お問い合わせください） 

©2013 fusions corporation 

mailto:contact@fusions.co.jp

